
 

第１種低層住居専用地域及び第２種低層住居専用地域内において開発許可に基づく工事と併せて

地下車庫を建築する場合の取扱いについて 

 

第１種低層住居専用地域及び第２種低層住居専用地域内において都市計画法の開発許可に基づく宅地

造成工事と併せて、住宅に附属する地階の自動車車庫を建築する計画であり、自動車車庫が次の要件を満

たす場合は、建築基準法（以下、「法」という。）別表第二（い）項第１0 号又は（ろ）項第３号に掲げる

「建築物に附属するもの」として扱い、開発許可の予定建築物である住宅の確認申請が行われる前におい

ても確認済証及び検査済証の交付を行うことができるものとする。なお、確認申請における主要用途は

「附属の自動車車庫」とする。 

 

要件 

（１） 都市計画法第 29 条の規定に基づく許可及び第 37 条の規定に基づく承認を受けていること。 

(２) 主たる建築物の用途は住宅に限る。 

（３） 階数は１であること。 

（４） 床面積は３０㎡以下であること。 

（５） 法第６条第１項第４号に掲げる建築物で建築士の設計に係るものであり、建築士である工事監理

者が定められていること。 

（６） 住宅の検査済証が交付されるまで使用しないこと。 

 

運用開始日 令和３年８月２日 
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